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1．　EasyISTRについて

1-1．　作成の考え方

・windows、linuxとも動作し、インストールが容易。
　使用言語としてコンパイルの必要がないpythonを選択

・プリ、ソルバ、ポストともOpenSourceで構築。
　システム全体としてライセンスの縛りがなく、
　配布が可能。

・メッシュは、汎用性のあるunv形式が使える。
　Salomeでunv形式のメッシュが作成可能。

・結果可視化としてParaView（OpenSource）を使用

・直感的に操作できる様、GUI（EasyISTR）を作成する。
　線形、非線形解析（接触、弾塑性）、時刻歴応答
　固有値解析、周波数応答、定常非定常熱伝導解析など
　　が解析できる
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1-2．　プリ、ソルバ、ポスト構成図

プリ
　solidモデル作成 FreeCAD、SALOME
　メッシュ作成 SALOME

↓　メッシュ変換（unv2fistr.py, abaqus2fistr.py）

ソルバ FrontISTR
　・線形静解析
　・非線形静解析（接触、弾塑性解析）
　・動解析（固有値、周波数応答、時刻暦応答）
　・熱解析（熱応力、定常・非定常熱伝導）
　・並列処理

↓　結果file変換（fistr2vtk.py）

ポスト
　結果の可視化 ParaView

EasyISTR

GUI上で操作

統合ツール
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FrontISTRとEasyISTRのファイル構成　

メッシュデータ
　FistrModel.msh

解析制御データ
　FistrModel.cnt
　FistrModel.msh

計算
　fistr1

結果データ
　FistrModel.res.0.1

unv形式のメッシュファイル
　XXX.unv変換

保存

変換

材料物性値、境界条件など
　設定

vtk形式に変換
　convFistrModel.res.0.1.vtk
  vtkファイルをparaViewで開く

FrontISTR側　 EasyISTR側　

計算開始起動
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1-3．　構造解析の例（線形性解析）　
1-3-1．　solidモデル、メッシュ作成（Salomeを使用）　

メッシュ

fix

load

plateの端面を「fix」、「load」でgroup化。
メッシュを「plate.unv」で保存する。
（fixを固定し、loadに荷重を掛ける構造解析。）
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1-3-2．　解析用folderを設定（EasyISTR起動）　

「参照...」ボタンで「plate.unv」が
保存されているfolderに移動する。

＜基本的な操作方法＞
設定項目　　を選択し、その内容を設定する。
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「参照...」ボタンでファイルを指定し、
「ファイル変換」でメッシュ変換する。
（abaqus2fistrを選択するとabaqusのinpが変換できる）

変換したメッシュ内容
　要素Grp： plate 物性値を設定
　節点Grp： fix 固定
　節点Grp： load 荷重を設定

1-3-3．　メッシュ変換　
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1-3-4．　解析内容を設定　

「線形弾性性解析」を選択
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1-3-5．　材料物性値を設定　

材料DBから材料名を選択

選択した材料の物性値

（要素Grp:「plate」 に設定）
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1-3-6．　境界条件を設定　
（節点Grp: 「fix」 を固定）

節点：fix を固定
　xyz をチェックし、全て変位「0」を入力

10 / 23



  

1-3-7．　荷重を設定　
（節点Grp: 「load」 に荷重を設定）

＜節点荷重設定方法＞
・節点当たりの荷重
　入力値をそのまま節点に設定
・トータル荷重
　節点荷重の合計値が入力値なる様に
　各節点に同じ値を設定
・等分布トータル荷重
　等分布荷重となる様に節点荷重を設定
　節点荷重の合計が入力値となる

節点Grp： load に等分布荷重を設定
（Z軸方向に合計で「-1000 N」を設定）
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1-3-8．　計算開始（FrontISTR：fistr1 を起動）　

「FrontISTR実行」ボタンを
クリックして計算開始
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1-3-9．　計算結果の確認　

「データ変換」後、「ParaView起動」する

ParaViewによる確認結果（変位）

13 / 23



  

1-4．　その他の構造解析　

EasyISTR操作マニュアル（ver 2.21）に解析方法の記載あり　

線形静解析
接触解析
弾塑性解析
固有値解析
周波数応答解析
時刻暦応答解析
熱応力解析
熱伝導解析（定常）
熱伝導解析（非定常）
シェルの解析　

EasyISTR操作マニュアル
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接触解析（2部品の接触） 弾塑性解析（プレス）　

固有値解析（固有振動数と変形モード）　 周波数応答（共振特性）　

時刻暦応答　 熱応力解析
（バイメタルの変形）　

熱伝導解析（温度分布）　

シェル解析　

1-4-1．　その他解析の例　 15 / 23



  

2．　前回からの機能アップ内容　

前回（15/12/21）は、インストール方法が主体で報告。　
今回、前回からの機能アップ点を紹介。

1）　等分布荷重の設定が可能
2)　shell要素の解析が可能
3)　shell、solidの混在要素の解析が可能
4)　abaqus（calculix）の境界条件が変換可能
5)　節点、要素の番号や座標がGUIで確認できる
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2-1．　等分布荷重の設定　
＜設定方法＞　

節点Grp「load」に合計で1000Nの
等分布荷重を設定　

均等に変形する　

圧力の設定と異なり、各方向に設定が可能。
1次、2次要素の三角形面、四角形面、線分で設定可能。　
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2-2．　shell要素の解析　

fix 

load 

shellの1次要素（731, 741）で解析可能。
（線分に対して等分布荷重を設定。）　



  

2-3．　shell、solidの混在モデルの解析　

fix 
load 

solid側の接続面を
「shellConnect」定義 

メッシュ変換（unv → fistr）時に、回転角を伝達させる「!EQUATION」を
作成するので、混在モデルを意識することなく、solidとして解析できる。
solid：1次要素（341,361）、shell：1次要素（761,781）のみ解析可能。　
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2-4．　abaqus（calculix）のinpファイル変換　

メッシュ変換のみだったが、境界条件も変換が可能。　

Abaqus     FrontISTR 操作対象　
------------------------------------------------------　
*BOUNDARY !BOUNDARY、!FIXTEMP 節点
*CLOAD !CLOAD 節点
*DLOAD !DLOAD 要素
  P1〜P6 　 P1〜P6
　GRAV 　 GRAV
　CENTRIF 　 CENT
*SPRING !SPRING 節点
*INITIAL CONDITIONS !INITIAL CONDITION 節点（温度のみ）
*TEMPERATURE !TEMPERATURE 節点
*CFLUX !CFLUX 節点　
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メッシュの変換と共に、上記内容が変換できる。　



  

2-5．　節点、要素の番号や座標の確認　

file変換（fistr → vtk）時に、nodeNo, elementNoのfieldを　
作成しているので、その値をparaViewで確認できる。　

モデル形状　 カットして内部の要素を選択　

選択した要素　

確認したい要素、節点を選択する。　
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要素No　

座標　 節点No　

選択した要素　

paraView上で要素No、節点No、座標が確認できる。　
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3．　まとめ　

Windows、Linux環境で動作させることができる。
Windows： DEXCS-WinXistr
Linux： DEXCS2015-RDstr-64.iso

以下のwebで公開
　http://opencae.gifu-nct.ac.jp/pukiwiki/index.php?AboutEasyISTR
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